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仁⽊愛（にぎあい）仁⽊愛（にぎあい）
   溢れる町づくり   溢れる町づくり

　第１回定例会は、令和５年３月10日に開会し、３月22日に閉会しました。

　町から、新年度当初予算、令和４年度補正予算、条例制定、条例改正、指定管理者

の指定が提案され、全ての議案を可決しました。

　なお、新年度当初予算、当初予算関連議案（条例制定２件、条例改正３件、指定管

理者の指定１件）は、予算特別委員会を設置し、これに付託して審査を行い、最終日

の本会議において、付託した全ての議案を可決しました。

　また、議会提出議案として、条例制定１件、陳情１件、意見書３件を提出し、陳情

は総務経済常任委員会へ付託、意見書は全て可決しました。

　一般質問では、３人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし



3 議会だより にき議会だより にき  no.139no.139      令和５年５⽉18⽇発⾏令和５年５⽉18⽇発⾏ ペペペペページジジジはは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 新新年年年年年年度度予予予予予予予算算算のの新新新新新新新新年年年年年年年年度度度度度度度度予予予予予予予算算算算算算算算ののののの概概概概概概概概要要要要要要要要

新年度のまちの予算
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３月10日～22日３月10日～22日

第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

１１

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

諸支出金等　261万5000円

町の貯金（基金）に
積み立てるお金など

土木費土木費
3億4834万4000円

道路整備や除雪などに要するお金

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億6748万5000円

町の借金（町債）の返済
に充てるお金

商工費　3億1565万4000円

商工会・観光協会への補助金や各種
イベント開催などに要するお金

議会費　5691万8000円議会費　5691万8000円

議会運営に要するお金

庁舎管理や地域振興などに要するお金
総務費　7億8065万9000円総務費　7億8065万9000円

民生費民生費
18億5712万9000円18億5712万9000円

高齢者・障がい者福祉や保育所、
児童手当などに要するお金

衛生費衛生費
6億2714万5000円

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

農林水産業費　2億4524万円費費

農業振興や有害鳥獣駆除、フルーツ
パークの管理などに要するお金

一般会計一般会計
支出支出
（歳出）（歳出）

ふるさと納税などで得ることが見込まれるお金
寄附金　3億5001万円寄附金　3億5001万円

町民センターなどの施設使用料や各種
証明発行手数料などにより得ることが
見込まれるお金

使用料及び手数料使用料及び手数料　
6536万5000円6536万5000円

貯金（基金）を切り崩したお金
繰入金繰入金　2億7308万6000円　2億7308万6000円

奨学金返還金や土地
貸付などの収入によ
り得ることが見込ま
れるお金

諸収入等諸収入等
1億2803万1000円1億2803万1000円

国などから借り入れるお金

借入金（町債）借入金（町債）
14億1690万円14億1690万円

国・道支出金国・道支出金
7億3537万7000円
国からの補助金など使い道
が特定されているお金

自治体間の格差を無くすため、国
から町に交付されるお金

地方交付税地方交付税
19億7000万円19億7000万円

住民税、軽自動車税
など町民の皆さんか
ら納められるお金

町税　3億3956万8000円町税　3億3956万8000円

依

財

存

源

自

一般会計一般会計
収入収入
（歳入）（歳入）

一般会計一般会計（歳入・歳出）（歳入・歳出）

5454  億億19831983万万70007000  円円【前年度対比20.7％増】

　　　大胆な発想と挑戦

 過 去 最 大    攻めの攻めの新年度予算新年度予算

主
財

源

その他の交付金等　1億4150万円

消費税など税収の一部を国から町に交付されるお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要するお金

消防費
2億653万6000円2億653万6000円

学校の運営や、教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要するお金

教育費教育費
5億1211万2000円5億1211万2000円
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佐藤  聖一郎  町長

　

佐
藤
町
長
は
、
令
和
5
年
度
町
政

執
行
方
針
に
お
い
て
、
「
令
和
５
年

１
月
30
日
に
総
務
省
か
ら
公
表
さ

れ
た
『
人
口
移
動
報
告
』
に
よ
る
と
、

全
国
の
多
く
の
市
町
村
が
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
中
、
本
町
は
２
年
連

続
し
て
、
転
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
定
住
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
施
策
の
成
果
が
確
実
に
表
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
成
果

と
実
績
の
も
と
、
自
信
を
も
っ
て
町

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

仁
木
町
の
未
来
を
見
据
え
、
持
続

可
能
な
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
の
確

立
に
十
分
留
意
し
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
で
大
胆
な
発

想
と
挑
戦
し
続
け
る
行
動
力
を
も
っ

て
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
引
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

自信をもって町づくりを進める  自信をもって町づくりを進める

ペペペペページジジジはは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 今今今今今今今年年年年年年年ののしししししししごごごごごごととととととと今今今今今今今今年年年年年年年年のののののしししししししごごごごごごごごととととととと ピピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアアッッッッッッッププププププププピピピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアアアッッッッッッップププププププププ

さとう　せいいちろう

【前年度対比53.2％減】

【前年度対比 1.5％減】

国民健康保険事業国民健康保険事業 22億億 　　　 　　　213213 万万30003000 円円【前年度対比 3.6％増】

【簡易水道事業簡易水道事業　　　　 22億億 42734273 万万20002000 円円
後期高齢者医療後期高齢者医療           77917791 万万20002000 円円

 過過 去去 最最 大大     攻めの新年度予算

新 年 度

予算

町政執行方針町政執行方針

ふるさと納税寄附額とふるさと振興基金残高推移ふるさと納税寄附額とふるさと振興基金残高推移
(億円)(億円)
５５

２２

４４

３３

１１

平成28年度平成28年度 平成30年度平成30年度平成29年度平成29年度 令和元年度令和元年度 令和２年度令和２年度 令和３年度令和３年度

寄附額

基金残高
8288万円8288万円

6547万円6547万円 4359万円4359万円

2億4608万円2億4608万円

3億1606万円3億1606万円

4億7883万円4億7883万円

1億6531万円1億6531万円

2億3463万円2億3463万円

3億3735万円3億3735万円

5973万円5973万円7671万円7671万円

7754万円7754万円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額

は
、
大
き
く
増
加
傾
向
に

あ
り
、
令
和
５
年
度
も
約

３
億
５
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

寄
附
額
か
ら
返
礼
品
や

そ
れ
に
係
る
経
費
等
を
除

い
た
も
の
が
、
ふ
る
さ
と

振
興
基
金
に
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
振
興
基
金

も
、
納
税
寄
附
額
の
増
加

に
よ
り
残
高
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
振
興
基
金

は
、
町
の
振
興
発
展
及
び

地
域
づ
く
り
に
必
要
な
経

費
に
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
５
年
度
は
、
総

合
戦
略
の
た
め
の
事
業
、

地
域
づ
く
り
に
必
要
な
事

業
か
ら
町
民
に
身
近
な
事

業
等
の
財
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
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帯
状
疱
疹
発
症
及
び

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

を
予
防
す
る
た
め
、

50
歳
以
上
の
町
民
に

対
し
、
１
回
１
万
円

を
上
限
と
し
て
接
種

費
用
の
１
／
２
を
助

成
し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

帯
状
疱
疹
予
防
接
種　

　
　
　
　

　
　
　
　

費
用
を
助
成

費
用
を
助
成

役場庁舎等複合
施設の構造計算
書を基に建物屋
上・壁面への太
陽光発電システ
ム設置可否を検
証します。

太陽光発電施設の施設の

アップ
今年の   しごとしごと

２種類のワクチンが存在します

シカによる被害は増加傾向にあります

新規新規

継続継続

再生可能エネルギー導入に向けた取組です

　

エ
ゾ
シ
カ
の
個

体
数
を
減
ら
す
こ

と
を
目
的
に
、
１

頭
の
捕
獲
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
７
千

円
に
加
え
、
町
か

ら
２
万
円
を
支
援

し
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
に
支
援

に
支
援

（旭台・渡邉さん）
わたなべ

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと 　世界情勢により弾薬の

価格も高騰しているので、

ありがたいです。

　シカを獲った後の処理

体制の整備も行ってほし

いです。北後志など、広

域で考えることはできな

いでしょうか。

（大江・鎌田さん）

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと　太陽光発電システ

ムが設置できたら、

発電実績を公表して

ほしいです。

　その実績は町民の

再生可能エネルギー

導入の検討材料にな

ると思います。　 かまだ

設置可否を検証を検証
新規新規

（北町・本間さん）
ほんま

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと 　罹患した方の話を

聞くと、痛みが一年

近くも残ったという

方もいます。

　私は昨年接種しま

したが、効果がなく

なる時期に、また接

種したいと思ってお

り、とても良い取組

だと思います。

5858万円万円

設

630630万円万円

207207 万円万円
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令
和
６
年
度
の

道
路
改
良
工
事
に

向
け
、
令
和
５
年

度
は
測
量
設
計
委

託
業
務
を
実
施
し

ま
す
。

町
道
仁
小
前
線

町
道
仁
小
前
線

　

測
量
設
計
委
託
業
務

測
量
設
計
委
託
業
務

冷蔵庫の導入件数も増えています

議会では令和元年に調査しました

　既存冷蔵庫の中
に保冷パネルを設
置し、シャインマ
スカットの鮮度保
持期間を長期化す
る取組へ支援しま
す。

シャインマスカットシャインマスカット
　 　 長期保存長期保存試験事業試験事業

新規新規

魅力的な施設になることを期待します

（銀山・加藤さん）

（北町・須藤さん）

（東町・森さん）

ピック 
今年の今年の   しごと

私も約 20 年前に、

半舗装の道路を全舗装

にしてほしいと要望を

出したことがあります。

地域の子どもにとって

は雨の日の通学は大変

でした。

　長年の願いが叶い、

大変嬉しく思います。

　近隣のスキー場は高級志向なので、

差別化を図り、気軽にスポーツを楽

しめる場所として、また、町民にメ

リットがあるように運営してもらい

たいです。リフトの乗降場は安全性

を確保してほしいです。

　仁木町民スキー
場は２年間休止し、
リフトとナイター
照明を更新します。
　令和５年度は実
施設計を行います。

新規新規

すどう

もり

かとう

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと  　  

　町の基幹産業に補

助してくれることを

嬉しく思います。

　町や他の生産者の

期待に応えられるよ

うデータを集め、良

いものは導入を進め

ていきます。

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

スキー場リフト等更新事業スキー場リフト等更新事業

11121112 万円万円

新規新規

5050 万円万円

32713271 万円万円
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歳
以
下
と
し
た
根
拠
は
。

　
　
　
　
　
　

狩
猟
免
許
を

と
っ
て
、
10
年
間
は
猟
友
会

に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

条
件
に
な
っ
て
い
る
。

60
歳
の
到
達
ま
で
10
年
間

と
い
う
こ
と
で
50
歳
と
い
う

制
限
を
設
け
て
い
る
と
記
憶

し
て
い
る
。

 新年度　予算予算　のの使使いい道道
協
力
隊
の
活
動
発
表

の
場
を

上 村上 村

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
過
去
に
一
人

ず
つ
の
持
ち
時
間
を
決
め
て
、

活
動
内
容
を
発
表
し
て
い
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

そ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
は
。

　
　
　
　
　
　

過
去
に
は
発

表
の
場
が
あ
っ
た
。
現
在
の

隊
員
５
名
は
活
動
の
２
年
間

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
難

し
か
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
Ｐ

企
画
課
主
幹

企
画
課
主
幹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
想

定
人
数
は始

め
て
帯
状
疱
疹

の
予
防
接
種
費
用

を
助
成
す
る
が
、
受
け
る
人

数
の
想
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

実
際
の

罹
患
者
の
把
握
は
難
し
い
が
、

疫
学
調
査
の
統
計
か
ら
み
る

と
お
よ
そ
１
％
程
度
と
い
う

狩
猟
免
許
取
得
補
助

事
業
の
年
齢
設
定
の

根
拠
は

狩
猟
免
許
等
の
取

得
補
助
事
業
に
つ

い
て
、
対
象
に
50
歳
以
下
の

者
と
い
う
条
件
が
あ
る
。

60
歳
以
下
の
ハ
ン
タ
ー
で

25
名
と
い
う
目
標
だ
が
、
50

　

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
案
や
当

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
案
や
当

初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で

初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で

構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

 
委員会での質問数委員会での質問数 156156回回

木村章生 委員木村章生 委員
きむら　あきおきむら　あきお

嶋田　茂 委員嶋田　茂 委員
しまだ　　しげるしまだ　　しげる

佐藤秀教 委員佐藤秀教 委員
さとうさとう ひでのりひでのり

野崎明廣 委員野崎明廣 委員
のざきのざき あきひろあきひろ

ほ
け
ん
課
主
幹

ほ
け
ん
課
主
幹

こ
と
で
、
今
回
の
予
算
に
つ

い
て
は
２
％
程
度
の
人
数
を

想
定
し
て
、
助
成
額
を
積
算

し
て
い
る
。

Ｒ
に
も
力
を
い
れ
て
、
知
っ

て
い
た
だ
く
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

木 村

佐 藤佐 藤

産
業
課
長

産
業
課
長

コロナ禍前には
地域おこし協力隊の活動発表の場もありました

(オブザーバー)
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タ
ー
の
木
材
の
他
、
森

林
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料

等
に
充
当
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
森
林
に
関

す
る
啓
発
活
動
や
公
共

施
設
の
木
材
使
用
な
ど

で
活
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

わ
り
、
経
済
活
動
が
活
発
に

な
る
こ
と
で
、
寄
附
額
に
も

影
響
が
出
る
と
考
え
る
が
、

意
識
し
た
取
組
は
。

　
　
　
　
　
　

各
サ
イ
ト
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
活
用
し
、

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

森
林
環
境
譲
与
税

は
全
国
で
も
２
０

１
９
年
度
か
ら
２
０
２
１
年

度
ま
で
の
実
績
で
47
％
が
未

活
用
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
町
は
ど
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
く
の
か
。

町
内
に
は
こ
こ
数

年
、
増
水
に
よ
り

土
の
う
で
対
応
し
て
い
る
よ

う
な
河
川
も
あ
る
が
、
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
の

対
象
と
な
る
河
川
は
資
料
に

産
業
課
主
幹

産
業
課
主
幹

野 崎野 崎

佐 藤佐 藤

予算特別委員会で徹底審議

皆さん
  の税金  新年度新年度　予算　の使い道

事
業
の
対
象
と
な
る

河
川
は

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ

の
強
化
は新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
対
応
も
変

Ａ
Ｌ
Ｔ
減
員
の
理
由

は
。

減
員
の
理
由
は
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
活
用
状
況

を
踏
ま
え
て
、
効
率
化
を

図
っ
た
結
果
と
の
こ
と
だ
が
、

時
代
に
逆
行
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

英
語
教
育

は
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
総
合
的
に
強
化
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

減
員
の
要
因
と
し
て
は
、

効
率
化
の
ほ
か
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

森
林
環
境
譲
与
税
の

運
用
は

　
　
　
　
　
　

本
町
に
お
い

て
も
基
金
に
１
千
万
円
近
く

の
積
み
立
て
が
あ
る
。

　

今
年
度
は
子
ど
も
セ
ン

産
業
課
長

産
業
課
長 

過去には森林環境譲与税を活用して

宮本幹夫 委員宮本幹夫 委員
みやもとみやもと みきおみきお

麿　直之 委員長麿　直之 委員長
まろ　　なおゆきまろ　　なおゆき

上村智恵子 副委員長上村智恵子 副委員長
うえむらうえむら 　ちえこ　ちえこ

教
育
委
員
会
主
幹

教
育
委
員
会
主
幹

を
使
う
こ
と
で
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
発
音
な
ど
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

嶋 田嶋 田

　
　
　
　
　
　

護
岸
さ
れ
て

い
な
い
河
川
も
本
事
業
の
対

象
と
な
る
。
担
当
係
と
し
て

も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
続
け
、

対
象
と
な
る
よ
う
な
河
川
が

あ
っ
た
際
に
は
、
取
扱
い
を

協
議
し
て
い
き
た
い
。

建
設
課
主
幹

建
設
課
主
幹

申
請
も
拡
充
し
、
主
要
サ
イ

ト
で
可
能
と
な
る
よ
う
に
取

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
し
か

な
い
の
か
。

佐 藤佐 藤

　　　　フルーツパークの一部設備を入れ替えました

横関一雄 議長横関一雄 議長
よこぜき　 かずおよこぜき　 かずお

(オブザーバー)(オブザーバー)
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３月10日～22日３月10日～22日

第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

１１

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
一
般
会
計
（
第
６
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
は
、
歳
入
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
追
加

等
、
歳
出
で
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
報
償
費
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
助
成
金
、
各

種
事
業
の
完
了
に
よ
る
減
額

補
正
等
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

活動成果に    活動成果に    期待期待

補正額 予算総額

・一般会計（10回目の補正）　※専決第５号
57万8000円増 48億2124万6000円

・一般会計（11回目の補正）　※専決第６号
    870万3000円増 48億2994万9000円

・一般会計（12回目の補正）
    7834万1000円減 47億5160万8000円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）
    　   189万5000円増 1億9716万4000円

・簡易水道事業特別会計（２回目の補正）
    　   3416万9000円減 4億8404万3000円
・後期高齢者医療特別会計（２回目の補正）

    641万9000円減 7276万4000円

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
５
号
）

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
６
号
）

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協

　
　
　
　
　

力
隊
の
助
成
金

が
１
４
９
万
２
千
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
。
当
初
予
算
で

は
助
成
金
の
う
ち
、
活
動
奨

励
助
成
金
と
し
て
３
０
５
万

円
を
組
ん
で
い
た
が
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
か
。

　
　
　
　
　

活
動
奨
励
助
成

金
の
使
途
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

佐 藤佐 藤

企
画
課
長

活
動
に
必
要
な
消
耗
品
、
町

外
へ
の
研
修
等
に
参
加
す
る

た
め
の
旅
費
、
研
修
等
に

必
要
な
書
籍
代
な
ど
で
あ
り
、

研
修
の
実
績
と
し
て
は
、
ワ

イ
ン
の
振
興
と
し
て
、
仁
木

町
産
ワ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

た
め
に
道
外
の
研
修
に
参
加

す
る
等
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

研
修
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

は
、
具
体
的
に

何
名
が
ど
こ
に
行
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
研
修
に
参
加
し
た

の
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

研
修
先
に
つ
い

て
は
、
札
幌
市
の
セ
ミ
ナ
ー

等
へ
の
参
加
が
あ
る
。

　

ワ
イ
ン
関
連
の
隊
員
に
つ

い
て
は
、
２
人
が
今
後
の
起

業
等
に
活
か
す
目
的
で
沖
縄

県
に
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
県

の
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
お
店

と
協
力
し
な
が
ら
、
仁
木
町

の
ワ
イ
ン
の
提
供
・
Ｐ
Ｒ
、

料
理
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
研
修
を
し
て
き
て

い
る
。

企
画
課
長

地域おこし協力隊の地域おこし協力隊の
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指定管理者指定管理者

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園

及
び
仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
施

設
の
管
理
運
営
業
務
に
係
る

民
間
提
案
制
度
の
公
募
を
行

い
、
公
募
の
結
果
、
株
式
会

社
コ
ン
サ
ド
ー
レ
を
受
託
者

と
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
後

の
指
定
管
理
者
選
考
委
員
会

を
経
て
同
社
を
指
定
管
理
候

補
者
と
選
定
し
て
い
た
も
の

で
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り

指
定
管
理
者
と
し
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
管
理
期
間
は

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
で
す
。

指
定
管
理
者

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

令和５年度余市郡仁木町一般会計予算（起立採決） ● ○ 欠席 〇 ○ ○ ○ ○ － 原案可決

令和５年第１回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄麿　直之 木村章生 門脇吉春

新年度一般会計予算に反対討論新年度一般会計予算に反対討論

『関係人口創出に向け、十分な議論を！』『関係人口創出に向け、十分な議論を！』

４月１日には札幌ドームにて包括連携協定を締結しました

討

論

討

論

自
主
財
源
の
乏
し

い
本
町
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
２
年
連
続

４
億
円
以
上
の
成
果
を
あ
げ

た
こ
と
は
評
価
で
き
、
ま
た
、

各
種
事
業
も
本
町
の
未
来
を

見
据
え
た
施
策
が
予
算
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
及
び

財
政
運
営
に
期
待
し
、
賛
成

す
る
。

佐　藤佐　藤 賛

成

反

対

町
長
は
第
６
期
総

合
計
画
な
ど
で
、

充
実
す
る
施
策
と
し
て
農
作

物
や
観
光
資
源
を
活
用
し
た

関
係
人
口
の
創
出
と
し
て
い

る
が
、
今
回
の
予
算
で
は
関

係
人
口
の
創
出
が
見
込
め
ず
、

そ
れ
に
対
し
て
十
分
な
議
論

が
庁
内
で
重
ね
ら
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
た
め
反
対
す
る
。

麿麿

ココンンササドドーーレレに決まるに決まる

ペペペペペページジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次次 ージージジジジジはははははは １ 定例会会 内内内内容第第第第第第第第１１１１１回回回回回回回定定定定定定定定例例例例例例例例会会会会会会会会審審審審審審審審議議議議議議議議内内内内内内内内容容容容容容容容
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３月10日～22日３月10日～22日

第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

１１

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

こ
の
度
の
条
例

　
　
　
　
　

改
正
は
、
施
策

の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
や
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
福
祉
関
係
の
業
務
の
集

約
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取

組
を
強
化
す
る
た
め
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
適
切
に
図
ら

れ
て
い
る
が
、
福
祉
分
野
に

つ
い
て
は
高
齢
者
の
保
健
事

業
、
介
護
の
一
体
的
な
実
施

や
、
子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
高
齢
者
対
策
な
ど
、

医
療
・
介
護
・
子
育
て
支
援

と
密
接
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

事
業
を
円
滑
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

環
境
分
野
は
、
景
観
条
例

の
策
定
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
施
等
を
極
め
て
重

要
な
施
策
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
よ
り
効
率
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 副

町
長

条
例
改
正

仁
木
町
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
少
子

化
・
高
齢
化
の
加
速
や
脱
炭

素
を
始
め
と
す
る
社
会
変
革

の
動
き
を
捉
え
た
取
組
を
展

開
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。

▼
仁
木
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の

制
定

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制

定
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
地
域
支
援
事
業
及

び
生
活
支
援
事
業
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
文
化
財
保
護
条
例

の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
障
が
い
者
に
係
る
欠
格
条

項
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制

定
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

住民福祉と住民福祉と

　　生活環境の　　生活環境の

　　　　向上を図る　　　　向上を図る

　
　
　
　
　

福
祉
関
係
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
、
住
民

対
応
が
多
い
が
、
高
齢
者
の

来
客
も
多
く
、
課
名
も
変
わ

り
混
乱
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
効
率

的
に
で
き
る
と
思
う
が
、
当

初
は
混
乱
が
想
定
さ
れ
る
。

副
町
長

　

町
の
広
報
な
ど
、
様
々
な

媒
体
を
活
用
し
て
、
改
正
の

趣
旨
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
来
庁
者
に
対

し
て
円
滑
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
全
て
の
職
員
が
情

報
共
有
し
、
対
応
で
き
る
よ

う
特
段
の
取
組
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
あ
ん
し
ん
係

お
も
い
や
り
係

住
民
係

環
境
衛
生
係

↓

住民課
介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
係

国
保
医
療
係

業
務
係

ほけん課

介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
係

国
保
医
療
係

業
務
係

福
祉
あ
ん
し
ん
係

お
も
い
や
り
係

住
民
係

環
境
衛
生
係

住民環境課 福祉課

上記のように課の構成が変わりました

変　

更　

前

変　

更　

後
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

ワ
イ
ン
産
地
づ
く
り
向
け
た
取
組

本
町
は
、
ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
や
ワ
イ
ン
文
化
の
醸
成
を
目

的
に
、
国
の
﹁
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
﹂
を
活
用

し
、
令
和
３
年
度
よ
り
信
州
大
学
特
任
教
授
で
フ
ー
ド
＆
ワ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鹿
取
み
ゆ
き
氏
を
招
聘
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
全
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
延
べ
１
２

９
名
が
参
加
し
、
生
産
者
の
栽
培
知
識
や
技
術
の
高
位
平
準
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
１
日
に
は
、
本
町
の
ワ
イ
ン
文
化
の
醸
成
を
目
的

に
、
町
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
る
、
町
民
向
け
の
見
学
ツ
ア
ー

を
開
催
し
、
13
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
者
や
関
係
団
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
や
ワ
イ
ン
文
化
の
醸
成
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
４
億
５
千
万
円
超

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
４
億
７
８
０

０
万
円
超
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
用
す
る
な
ど
、
Ｐ
R
強
化
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
申
込
が
前
年
度
対
比
１
３

０
％
と
当
初
の
見
込
み
を
上
回
り
、
２
月
末
現
在
で
４
億
５
千

万
円
を
超
え
る
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
仁
木
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
件
名

　
「（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・

　

余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

　

事
業
」
に
関
す
る
陳
情

　

「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を

考
え
る
会
」
か
ら
『
「
（
仮

称
）
古
平
・
仁
木
・
余
市

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」

に
関
す
る
陳
情
』
が
提
出
さ

れ
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

に
付
託
し
、
審
査
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
主
旨
（
原
文
）

【
要
旨
】

　

「
（
仮
称
）
古
平
・
仁

木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
事
業
」
の
建
設
に
反
対
致

し
ま
す
。

　

議
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

３
月
の
町
議
会
開
催
に
あ
た

陳

情

り
、
左
記
の
事
に
論
議
を
尽

く
し
て
頂
き
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
理
由
】

①
低
周
波
音
な
ど
に
よ
る
人

　

体
へ
の
影
響

②
自
然
生
態
系
へ
の
影
響

③
土
砂
災
害
・
水
質
悪
化
の

　

恐
れ

④
建
設
計
画
地
が
社
会
福
祉

　

施
設
に
近
接
す
る
こ
と

　

建
設
予
定
地
に
近
接
す
る

銀
山
で
は
、
８
割
の
住
民
が

反
対
署
名
し
、
仁
木
町
全
体

で
は
、
約
３
割
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
道
内
外
と

ネ
ッ
ト
署
名
を
合
わ
せ
れ
ば
、

約
１
万
５
，
０
０
０
筆
の
署

名
が
集
ま
り
、
住
民
の
意
思

を
無
視
で
き
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
仁
木
町
民

全
体
の
意
志
と
し
て
、
請
願

書
提
出
に
向
け
、
風
車
反
対

署
名
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
審
議
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
提
出
者

　
「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を

　

考
え
る
会
」

　
　
　

代
表

　
　
　
　

瀬　

川　

裕　

人

そ
の
他
の
議
案

総務経済常任委員会に付託総務経済常任委員会に付託
陳　情

風車の建設が計画されている銀山の山々
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第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

１１

▼
普
天
間
基
地
周
辺
の
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水

・
土
の
安
全
の
保
障
を
求
め

る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

　保育士配置基準の保育士配置基準の

　　　　 引き上げを　　　　 引き上げを要望要望

▼
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
差

別
を
解
消
し
、
人
権
を
守
る

法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

木
村　

章
生

　

性
的
指
向
、
性
自
認
を
理

由
に
、
個
人
が
不
当
な
扱
い

を
さ
れ
た
り
、
不
利
益
を
被

る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

令
和
５
年
１
月
時
点
で
は
、

性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
を

自
治
体
が
認
め
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は
２
５
５

自
治
体
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
は
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
が
日
本
で
開
催
さ
れ

る
が
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
禁

子どもの命と安全を守るために増員を！子どもの命と安全を守るために増員を！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ

る
保
育
士
増
員
を
求
め
る
意

見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
所
の
重

要
性
は
広
く
社
会
に
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
発
達
を
保
障
し
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
に
は
、

現
在
の
配
置
基
準
は
不
十
分

で
あ
り
、
子
ど
も
の
命
と
安

全
を
守
る
た
め
に
も
保
育
士

増
員
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
は
令
和
５
年
４
月
に

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
を
創
設

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子

ど
も
関
連
施
策
の
充
実
・
推

進
を
め
ざ
し
、
予
算
も
倍
増

す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

保
育
士
増
員
、
処
遇
の
改
善

を
国
の
責
任
で
進
め
る
こ
と

を
要
望
す
る
も
の
で
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
関
係
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。

人
権
を
守
る

人
権
を
守
る

　
　
　
　

 

法
整
備
を

法
整
備
を
要
望
要
望

子育て家庭を支えています

「Q」はQueer( クィア ) とも言われます

止
」
や
「
同
性
カ
ッ
プ
ル
の

法
的
保
障
」
が
な
い
の
は
Ｇ

７
各
国
で
は
日
本
だ
け
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
性
的
指
向
や
性

自
認
に
関
す
る
差
別
的
取
り

扱
い
を
禁
止
し
、
人
権
を
守

る
法
整
備
を
行
う
こ
と
を
要

望
す
る
も
の
で
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

ＬＬesbian( ﾚｽﾞﾋﾞｱﾝ）

ＧＧay( ｹﾞｲ）

ＢＢisexual( ﾊﾞｲｾｸｼｬﾙ）

ＴＴransgender( ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

ＱＱuestioning( ｸｴｽﾁｮﾆﾝｸﾞ）

女性同性愛者

男性同性愛者

両性愛者

心と体の性が異なる人

性的指向・性自認が定まらない人
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第１回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第１回定例会）　　　（第１回定例会）

地域活性化に向けた取組は

佐藤　秀教　議員
16

さとう ひでのり

地域公共施設の効率的な活用を

野崎　明廣　議員
17

のざき あきひろ

令和５年度町政執行方針について

上村智恵子　議員
18

うえむら ちえこ
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一　般　質　問 

問
農
産
物
や
観
光
資
源

を
活
用
し
た　

関
係

人
口
創
出
の
取
組
状
況
と
今

後
の
取
組
は
。

今後の観光振興の取組は

町長 フルーツパークにきの道の駅化を検討

問
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に

き
の
道
の
駅
事
業
化

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

問
後
志
自
動
車
道
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

活
用
し
た
賑
わ
い
の
創
出
等
、

今
後
の
観
光
振
興
の
取
組
は
。

こ
れ
ま
で
、

「
ワ
イ
ン
と
伝

統
芸
能
の
ゆ
う
べ
」
な
ど
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

観
光
施
策
の
取
組
、
定
住
・

定
着
に
向
け
て
は
、
国
及
び

北
海
道
と
連
携
し
た
地
方
創

生
移
住
支
援
金
の
実
施
、
さ

ら
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
も
仁
木
町
の
魅
力
づ
く

り
・
魅
力
発
信
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
共
創

し
、
関
係
人
口
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
く
。

産
業
課
長

　移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交

流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わ

る人口のことを指します。

ニキボーのなになに？

関係人口とは

大規模改修でどのように変わるのでしょうか

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

町
長

観
光
農
園
へ
の

誘
致
は
、
仁
木

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通

を
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て

お
り
、
出
入
口
付
近
に
観
光

町
長

令
和
５

年
度
中

に
基
本
構
想
策
定
、
令
和
６

年
度
は
基
本
計
画
策
定
、
令

和
７
年
度
は
実
施
設
計
、
令

和
８
年
度
に
大
規
模
改
修
、

令
和
９
年
度
か
ら
道
の
駅
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画
で

あ
る
。

問
景
観
も
観
光
資
源
と

捉
え
た
景
観
条
例
制

定
の
取
組
状
況
と
今
後
の
取

組
は
。

昨
年
11
月
に
景

観
条
例
・
景
観

計
画
の
先
進
的
な
自
治
体
で

あ
る
群
馬
県
高
山
村
へ
の
研

修
視
察
の
ほ
か
、
道
内
に
お

け
る
先
進
的
な
事
例
を
収
集

す
る
等
、
基
礎
的
な
調
査
研

究
を
行
っ
た
。
今
後
の
取
組

と
し
て
は
、
庁
内
に
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
作

業
を
進
め
る
ほ
か
、
広
範
な

町
民
へ
の
景
観
の
保
全
に
対

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
情

報
の
提
供
を
行
う
と
共
に
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

町
長

農
園
等
が
掲
載
さ
れ
た
案
内

看
板
の
設
置
を
検
討
す
る
ほ

か
、
多
様
な
観
光
客
へ
の
情

報
提
供
や
交
流
の
機
会
を
創

出
で
き
る
よ
う
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
に
き
の
道
の
駅
事
業

化
を
含
む
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
た
調
査
・
検
討
を
行
う
。
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　町政のそこが聞きたい　

野崎　明廣 議員
のざき  あきひろ

問
銀
山
地
区
の
各
施
設

に
つ
い
て
、
機
能
を

集
約
し
た
新
た
な
建
物
を
建

設
す
る
考
え
は
。

町
長
仁
木
町
公
共
施

設
個
別
施
設
計

画
に
お
い
て
、
令
和
18
年
度

ま
で
に
大
規
模
改
修
や
解
体

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
適
宜
修
繕
等
を
行
い
、

安
全
面
や
機
能
面
で
不
具
合

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
適
切

な
管
理
及
び
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

町
長

今
後
検
討
し
て
い
く

銀
山
小
学
校
校
舎
の
利
活
用
は

問
各
施
設
を
集
約
す
る

こ
と
は
、
町
の
財
政

上
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

で
き
る
の
か
。

問
小
学
校
の
再
活
用
・

利
活
用
の
方
向
性
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

後
対
応
を
考
え
て
い
く
の
か
。

町
長
銀
山
小
学
校
校

舎
の
存
廃
に
つ

い
て
は
、
今
後
協
議
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

解
体
す
る
の
が
良
い
の
か
、

又
は
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
。
指
摘
の
あ
っ

た
他
の
公
共
施
設
を
一
体
化

し
機
能
を
集
約
し
た
施
設
に

す
べ
き
な
の
か
、
ま
た
、
新

た
な
機
能
を
持
た
せ
た
施
設

に
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
よ

銀山小学校は建築後 45 年が経過しました

施
設
を

一
つ
に

ま
と
め
る
こ
と
で
、
維
持
管

理
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
光
熱
水
費
や
保

険
料
、
除
雪
費
な
ど
は
建
物

が
一
つ
で
あ
れ
ば
、
経
費
も

軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
町
の
財
政
負
担
に
も
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

産
業
課
長

問
令
和
８
年
度
か
ら
、

銀
山
中
学
校
校
舎
を

義
務
教
育
学
校
と
し
て
活
用

す
る
が
、
銀
山
小
学
校
校
舎

を
別
の
目
的
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

施
設
に
す
る
か
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

令
和
７

年
度
ま

で
現
在
の
校
舎
を
使
用
す
る

こ
と
か
ら
逆
算
し
、
令
和
８

年
度
に
大
規
模
改
修
を
実
施

す
る
と
想
定
し
た
場
合
、
令

和
７
年
度
に
は
実
施
設
計
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
実

施
設
計
の
前
に
は
基
本
構
想

や
基
本
設
計
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
５
年

度
中
に
は
一
定
の
方
向
性
を

決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。 産

業
課
長

う
な
議
論
を
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
の
際
に
は
、
当
然
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
に
も

沿
い
な
が
ら
結
論
を
出
せ
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。
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上村智恵子 議員ぎんれい 36 の空室対策は

町長 みなし特定公共賃貸住宅として整備

問
本
町
は
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
の
助
成
も

所
得
制
限
な
く
い
ち
早
く
取

り
入
れ
た
が
、
今
で
は
近
隣

自
治
体
も
着
々
と
高
校
生
ま

で
拡
充
し
て
い
る
。
本
町
は

高
校
生
ま
で
の
拡
充
を
検
討

し
た
の
か
。

町
長
本
町
に
お
い
て

は
、
高
校
生
に

対
す
る
通
学
費
等
補
助
制
度

を
始
め
、
地
域
の
実
態
に
適

し
た
実
効
性
の
高
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

学
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
高
校

生
ま
で
の
助
成
の
拡
大
に
つ

い
て
、
今
後
は
医
療
費
の
推

移
や
子
育
て
世
帯
の
家
計
の

状
況
等
を
踏
ま
え
必
要
性
に

つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

そ
も
そ
も
、
ぎ

ん
れ
い
36
に
つ

うえむら ちえこ

町
長

い
て
は
、
私
が
町
長
に
な
る

前
に
議
員
の
皆
さ
ん
が
承
諾

し
て
計
画
し
て
い
た
。
当
時

の
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
覚
悟

の
上
で
建
て
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
今
の
行
政
の
責
任
に

お
い
て
対
処
し
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
、
納
得
い
か
な
い

部
分
が
あ
る
。

　

空
家
が
続
い
て
町
営
住
宅

と
し
て
機
能
が
果
た
せ
な
い

の
で
、
町
の
考
え
の
中
で
決

断
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
４
戸
を
み
な
し
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
と
し

て
使
用
す
る
と
決
め
て
い
た

だ
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　

も
う
少
し
早
く
こ
こ
に
気

づ
い
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う

が
い
か
が
か
。

ぎんれい 36 は空家が増えつつあります

　　　　一　般　質　問 　  

問
国
で
は
、
小
学
生
以

上
に
助
成
し
て
い
る

自
治
体
に
対
し
、
国
民
健
康

保
険
の
国
庫
負
担
を
減
額
す

る
厳
罰
措
置
を
し
て
い
る
そ

う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
実
態

は
あ
る
の
か
。

収入制限により公営住宅には申し込めない方（中堅
所得者）向けの住宅であり、居住及び同居する方の
政令月収が158,000円～487,000円の方が対象と
なる住宅です。

ニキボーのなになに？

特定公共賃貸住宅とは

問
銀
山
の
ぎ
ん
れ
い
36

は
長
い
間
空
室
に

な
っ
て
い
る
が
、
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
た
の
か
。

町
長
住
宅
の
間
取
り

や
居
住
環
境
が

わ
か
る
動
画
を
作
成
し
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
通
じ
て
配

信
す
る
等
、
新
た
な
取
組
も

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
空
家
を
み
な

し　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と

し
て
募
集
を
始
め
た
。 国

か
ら

出
る
調

整
交
付
金
が
下
が
る
よ
う
な

形
に
な
り
、
そ
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
町
で
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
よ
う
な
形
で

行
っ
て
い
る
。

ほ
け
ん
課
長
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横
関　

議
長

横
関　

議
長 

７
年
表
彰

７
年
表
彰

上
村　

議
員

上
村　

議
員 

2727
年
表
彰

年
表
彰

第
74
回
全
国
町
村
議
会
議
⻑
会
定
期
総
会
に
お

い
て
︑
横
関
議
⻑
が
町
議
会
議
⻑
在
職
７
年
以

上
︑
上
村
議
員
が
町
議
会
議
員
在
職
27
年
以
上
に

よ
る
⾃
治
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

 

横
関
議
⻑
は
平
成
15
年
８
⽉
の
初
当
選
後
︑
平

成
27
年
か
ら
議
⻑
と
し
て
︑
上
村
議
員
は
平
成
３

年
１
⽉
に
初
当
選
を
果
た
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

振
興
発
展
と
住
⺠
福
祉
の
向
上
の
た
め
︑
⽇
夜
献

⾝
的
に
活
動
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
︑
今
回
の

⾃
治
功
労
賞
の
受
賞
に
⾄
り
ま
し
た
︒

全
国
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労
表
彰

をを
受
賞
受
賞

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

27 年表彰を受賞した上村議員
うえむら

議長 7年表彰を受賞した横関議長
よこぜき

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

令
和
５
年
４
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
総
務
経
済
常
任
委

員
会
で
は
、
３
月
22
日
の
定

例
会
に
て
委
員
会
付
託
さ
れ

た
、
「
（
仮
称
）
古
平
・
仁

木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
事
業
」
に
関
す
る
陳
情
の

今
後
の
審
査
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
主
に
、

①
町
側
へ
の
資
料
要
求

②
町
側
へ
の
出
席
要
求

③
参
考
人
の
出
席
要
求

等
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま
し

た
。

　

協
議
結
果
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

令和５年４月 19 日開催の総務経済常
任委員会では令和５年第１回定例会に
て付託された陳情に関する件について
協議しました。

常任委員会常任委員会

付託案件審査付託案件審査

①町側への資料要求
以下の資料を要求することとしました。

　１．北海道から本町への計画段階環境配慮書に係る意見照会文書

　２．本町から北海道への計画段階環境配慮書に係る回答文書

　３．計画段階環境配慮書の縦覧や、「仁木町の風力発電を考える会」から提出された陳情等、

　　　当該事業に関する対応経過（時系列で）

②町側への出席要求
　以下の町執行部の出席を求めることとしました。

　・町長、副町長、教育長、総務課長、財政課長、企画課長、住民環境課長

③参考人の出席要求
　以下の参考人の出席を求めることとしました。

　・陳情者である「仁木町の風力発電を考える会」の代表を含む３名

ペペペペペページジジジは次次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペペ次次 ージージジジジジははははは 特特特特集集集集 未未未未来来来来の子子子子子どどどどどどもももももたたたたたちちちちちののたたたたためめめめにに ががががががししししししててててててほほししししししいいいいいここここととととととととと特特特特特特特集集集集集集集 未未未未未未未来来来来来来来ののののの子子子子子子どどどどどどももももももたたたたたたちちちちちちのののののたたたたたためめめめめめにににににに 町町町町町町民民民民民民ががががががががししししししててててててほほほほほほししししししいいいいいここここここととととととととと

付託審査開始付託審査開始
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特 集特 集

未 来 の 子 ど も た ち の た め に未 来 の 子 ど も た ち の た め に

　

令
和
元
年
の
改
選
か
ら
早

く
も
４
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
議
会
広

報
の
最
終
ペ
ー
ジ
「
絆
〜
親

子
の
つ
な
が
り
〜
」
で
は
今

号
ま
で
計
15
件
の
ご
家
族
に

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

取
材
の
中
で
は
議
会
や
町

に
対
し
て
様
々
な
要
望
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
、

『
公
園
の
充
実
』
の
声
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
「
公

園
の
充
実
」
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

どんな声があった？

町 民 が し て ほ し い こ と
わ た し た ちわ た し た ち

 　  
　道路側に柵がない

ので、ボール遊びは

少し不安。

 　  
　柵はあるけれど、線

路が近いので怖い。

　ＪＲが廃止されたら

線路はどうなるの？

 　  　遊具が増えるとい

いな。

 　  
　遊具の周りも芝生

だったらいいのに。

町の中心部に大きい公園を

小さい子でも遊べる遊具を

雨の日でも遊べる場所を

ふれふれふれふれふれふれあいあいあいあいあいあい遊ト遊ト遊ト遊ト遊ト遊トピアピアピアピアピアピア公園公園公園公園公園公園

果実果実果実果実果実果実果実果実果実とやとやとやとやとやとやとやすらすらすらすらすらすらすらぎぎのぎのぎのぎぎのぎのぎの里公里公里公里公里公里公里公園（園（（園（園（園（園（園（園（駅前駅前駅前駅前駅前駅前駅前駅前駅前）））））））））



　銀山小学校の校舎が使われ

なくなったら、グラウンドを

公園にしてはいかがでしょう。

ペペペペペペページジジジジジジはは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジジはははははは 会会会活性性性化化化化化化特特特特 委員員員会会会会・ のののゆゆゆゆゆくくくくくくくえええええええええ議議議議議議議議会会会会会会会会活活活活活活活活性性性性性性性性化化化化化化化化特特特特特特特別別別別別別別別委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会・質質質質質質質質問問問問問問問問ののののののゆゆゆゆゆゆゆくくくくくくくくえええええええええ21 議会だより にき議会だより にき  no.139no.139      令和５年５⽉18⽇発⾏令和５年５⽉18⽇発⾏    

特 集
 　  

　銀山地区の公園はシーソーとブランコしかあり

ません。アスレチックと滑り台の一体型のものな

どがほしいです。

　また、手洗いできるなど、水を使える環境があ

れば衛生面でも良いと思います。

 　  
　駅前の公園に行くことが多いですが、日陰が

無いので、夏の暑い時期に休める場所があると

いいなと思います。

　あとは、土・日に室内で遊べる場所が欲しい

ですね。新しいすこやか子育て支援センターの

児童館は土・日も使えるのでしょうか。

 　  
　新しくできるすこやか子育て支援センターの使い

勝手が良ければ嬉しいです。児童館もできるという

ことで、雨の日の遊び場として期待しています。

（然別・平畑さん）
ひらはた

銀銀山銀山銀山銀山銀山銀山銀山銀山銀山銀山銀山保育保育保保育保育保育保育保育保育保育保育園関園関園関園関園関園関園関園関園関関係者係者係者係者係者係者係者係者係者係者係者係者の皆の皆の皆の皆の皆の皆の皆の皆の皆の皆の皆皆皆さんさんさんさんさんさんさんさんさんさんんさん

（稲垣保育士、那須さん、瀬川さん、酒井さん）
いながき な す せがわ さかい

 　  
　傾斜があるので、小

さい子を連れて行くの

は少しためらいます。

 　  
　冬は雪捨て場になるので、

春は雪解けまで遊べません。

（東町・岡崎さん）
おかざき

　すこやか子育て支援センターについては、これから完成する建物ということもあり、町民のみなさんの

期待も高く、特に児童館に対する期待の声が多くありました。

　今後、すこやか子育て支援センターの運用面についても、確認してまいります。

町営町営町営町営町営町営町営町営住宅住宅住宅住宅住宅住宅住宅住 「ぎ「ぎ「ぎ「ぎ「ぎ「ぎ「ぎ「ぎんれんれんれんれんれんれんれい 3い 3い 3い 3い 3いい 6」6」6」6」6」6」6」」の公の公の公の公の公の公公公園園園園園園園

「フ「フ「フ「フ「フ「フ「フルールールールールパルパルパルパルパパルパルパークーククークークークークにきにきにきにきにきにき」の」の」の」の」の」」 公園公園公園公園公園公園公

すこすこすこすこすこ かやかやかやかやかやかやか子育子育子育子育子育子育子育て支て支て支て支て支て支て支援セ援セ援セ援セ援セ援セ援センタンタンタンタンター iー iー iー iー ikokokokokor(r(r(r(r(r( イイコイコイコイコイコロ )ロ )ロ )ロ )ロ )ロ )ロ )

※イ※イメメーメージパジパジパジパジパースース
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議会活性化議会活性化
特別委員会特別委員会

提言は予算に提言は予算に
　　 反映されたのか　　 反映されたのか

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

５
⽉
10
⽇
︑
徳
島
県

板
野
町
議
会
︵
⽝
伏
博

昭
議
⻑
︑
⽟
井
孝
治
町

⻑
外
９
名
︶
が
来
訪

し
︑
議
会
広
報
に
つ
い

て
研
修
視
察
が
⾏
わ
れ

ま
し
た
︒

 

研
修
視
察
に
は
︑
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
委
員
が
同
席
し
︑
本

町
の
議
会
だ
よ
り
及
び

ぷ
ち
通
信
の
編
集
⽅
法

等
を
説
明
し
た
後
︑
意

⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し

た
︒

 

意
⾒
交
換
で
は
︑
板
野
町
議
会
は
今
年
度
か

ら
議
会
単
独
広
報
を
発
⾏
予
定
と
の
こ
と
で
︑

議
会
だ
よ
り
の
構
成
や
︑
編
集
に
伴
う
議
員
・

事
務
局
の
協
⼒
体
制
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
︒

 

ま
た
︑
第
１
号
発
⾏
に
向
け
て
︑
⽇
々
奮
闘

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
︑
私
た
ち
も
初

⼼
に
帰
り
︑
⽇
々
研
鑽
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
広
報
づ
く
り
で

議
会
広
報
づ
く
り
で

   
   

　

貴
重
な

貴
重
な
意
見
交
換

意
見
交
換

徳
島
県
板
野
町
議
会
が
来
訪

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
取
組
と
し
て
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
よ
る
所
管
事
務
調
査
や
、
決
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
町
へ
の
提
言
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
昨
年
は
、
計
３
点
に
つ
い
て
の
提
言
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
ど
の
よ
う
に
新
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

提言１
有害鳥獣における被害は増加傾向にあり、令和３年度の被害実績額

は約1396万円と甚大な被害をもたらしている。
　町としても基幹産業である農業を守るためにも、有害鳥獣による被害
を最小限に留めるべく、各種わな等の管理状況を含めた現状の課題を整
理し、課題解決に向けた対策を講じられたい。

↓
エゾシカの捕獲に対し１頭あたり２万円助成新年度から

提言２ 食の自立支援（配食サービス）事業は、定期的に居宅へ訪問し、栄
養のバランスのとれた食事の提供を行うとともに安否確認を行う業務で
ある。
　当該委託費については増加傾向にあり、１食当たりの費用も増加して
いる状況である。現状を精査の上、最少の経費で最大の効果を発揮でき
るよう、運用方法やサービスの向上について検討していただきたい。

↓
１食あたりの利用料を１５０円減額新年度から

提言３ 国民健康保険税については、令和３年度に賦課方式及び税率の見直
しを行っており、令和３年度末の国民健康保険財政調整基金現在高は、
１億３千万円を超える状況である。
　今後においては、基金の推移を見極めた上で、被保険者の負担の軽減
について検討していただきたい。

↓
試算すると、令和７～９年度には基金残高が
２千万円を下回ることから、税率は見直さない

新年度から
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議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査しています。

追跡         あれからどうなった？あれからどうなった？

      質問のゆくえ質問のゆくえ
や町民の皆さんからの請願・陳情をの ・・や んかや町民の皆さんからの請願・陳情を掲

どうすすしていますが 政にどう反いい れすが 映載していますが、町政にどう反映され
す。いますててしてたのかを追跡調査していたのか すたのかを追跡調査しています。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

優
秀
賞（
全
国
第

優
秀
賞（
全
国
第

９９
位
）
位
）

こ
の
度
﹁
議
会
だ
よ
り
に
き
１
３
５
号
﹂
が

第
37
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
︑
住
⺠
登
場
の
多
彩
さ
や
編
集
⼒
の
⾼
さ

が
評
価
さ
れ
︑
優
秀
賞
︵
全
国
第
９
位
︶
を
受

賞
し
ま
し
た
︒
今
後
も
︑
今
ま
で
以
上
に
読
み

や
す
い
議
会
広
報
紙
作
成
の
た
め
︑
⽇
々
研
鑽

を
重
ね
努
⼒
し
て
い
き
ま
す
︒

第
37
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

５年連続７度目の受賞となりました

を
受
賞
し
ま
し
た
！

を
受
賞
し
ま
し
た
！

議会だよりにき 135 号

接種費用接種費用の一部を助成の一部を助成

↓
あれから…こうなりました

町道仁小前線町道仁小前線を改良を改良

質問質問 ワクチン接種に助成を

高齢化が進む本町にとって町民を守るた
めにも帯状疱疹ワクチン接種に助成するこ
とが重要である。

答弁答弁
必要性を検討必要性を検討したした
いい

国や他の市町村の動向を注視しながら、
必要性を検討してまいりたい

〈
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
〉

↓
あれから…こうなりました

質問質問 町道の整備を

「仁小前線」と「仁小中線」はパッチン
グ補修による凹凸が著しい。利用者の視点
に立った道路整備が必要ではないか。

答弁答弁
検討検討してまいりたしてまいりた
いい
今後、新たな計画を立てる上で検討してま
いりたい

〈
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
〉

 ワクチン接種費用ワクチン接種費用のの
　　　　　　　　　　　　　　一部を助成一部を助成

　経済的な負担を軽減し、町民の健康保持増進　経済的な負担を軽減し、町民の健康保持増進
を図ることを目的として、50歳以上の町民にを図ることを目的として、50歳以上の町民に
対し、１回１万円を上限として、接種費用の対し、１回１万円を上限として、接種費用の
1/2を助成することになりました。1/2を助成することになりました。

 町道仁小前線町道仁小前線改良工事のため改良工事のため
　　　　　　　設計業務を委託　　　　　　　設計業務を委託

　児童及び歩行者の安全な通行区間を確保する児童及び歩行者の安全な通行区間を確保する
ため、町道仁小前線の道路改良工事をするためため、町道仁小前線の道路改良工事をするため
の測量設計を予定しています。の測量設計を予定しています。
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発
行
日
／
令
和
５
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５
月
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発
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発　

行
／
北
海
道
仁
木
町
議
会

編　

集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
に
き

no.139

次の議会は

（６月下旬開催予定）

６月６月

定例会定例会

絆

伊
藤　

直
希
さ
ん
（
西
町
）

 

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
︒
⼦
ど
も
が
３

⼈
い
る
の
で
︑
特
に
医
療
費
や
保
育
料
の
補

助
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

嶋
田　

茂
）

後
継
者
に
も
手
厚
い
補
助
を

一緒に町を盛り上げましょう一緒に町を盛り上げましょう

２
０
１
８
年
の
10
月
に
西
町
の
国
道
沿
い
に
1
軒
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
も
う
す

ぐ
５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
屋
さ
ん
を
経
営
し
て
い
る
の
は
横
山
さ
ん
。
元
々
は
小
・
中
学
校
の
教
員
と
し
て
20
年
間
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
業
前
に
は
、
「
冬
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
町
民
さ
ん
の
忙
し
い
時
期
を
支

え
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
。
元
々
、
お
菓
子
作
り
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
パ
ン
教
室
に

通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
念
発
起
し
、
パ
ン
屋
を
始
め
ま
し
た
。

　

「
添
加
物
が
少
な
く
、
『
子
ど
も
が
食
べ
て
も
安
心
な
も
の
』
が
お
店
の
売
り
で
す
。
」
と
語
る

横
山
さ
ん
。
使
用
す
る
小
麦
の
種
類
を
変
え
、
食
パ
ン
だ
け
で
も
大
き
く
分
け
て
５
種
類
以
上
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
地
域
の
た
め
に
」
と
い
う
想
い
で
や
っ
て
き
た
横
山
さ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

「
地
域
の
方
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
と
の
こ
と
。
お
店
を
町
民
さ
ん

　

シ
ー
ヅ
ブ
ラ
ン　
　

横
山　

志
津　

さ
ん

　ぐ

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

町
内
に
公
園
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
︑

中
⼼
部
か
ら
離
れ
て
い
て
利
便
性
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
︒
町
の
中
⼼
部
に
近
い
位
置
に
︑

⼤
き
い
公
園
が
⼀
つ
欲
し
い
で
す
︒

 

ま
た
︑
今
の
公
園
は
３
歳
く
ら
い
ま
で
の

⼩
さ
な
⼦
ど
も
が
遊
び
づ
ら
い
の
で
︑
⼩
さ

な
⼦
ど
も
も
遊
べ
る
公
園
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
︒

︵
取
材
・
記
事　

上
村
智
恵
子
︶

の
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
今
後
の
展
望
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
お
客
さ
ま
か
ら
、
「
忙
し
い
時
期
は

食
パ
ン
よ
り
も
惣
菜
パ
ン
の
方
が
良
い
」
と
の

要
望
を
受
け
、
少
し
ず
つ
惣
菜
パ
ン
の
種
類
も

増
や
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
新

商
品
に
も
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
予
約
は
初
め
て
の
お
客
様
は
電
話

で
、
以
降
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
携
帯
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
か
ら
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

連
載
30
回
目
は
、
西
町
在
住
の
伊
藤
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
３
人
の
５
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
農
業
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

子
育
て
に
関
し
て
町
に
何
か
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

 

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
︒

　

伊
藤
さ
ん
は
札
幌
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
20

代
前
半
で
町
内
に
あ
る
お
父
様
の
農
家
を
継

ぐ
た
め
に
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
不
自
由
し
て

い
な
い
と
い
う
伊
藤
さ
ん
。

　

現
在
、
栽
培
し
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
価

格
が
下
落
す
る
こ
と
が
心
配
と
の
こ
と
で
、

他
の
作
物
へ
の
研
究
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
向
上
心
を
持
ち
続
け
る

姿
勢
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

新
規
就
農
者
や
移
住
者
へ
の
補
助
が
多
い

で
す
が
︑
既
存
の
農
家
の
後
継
者
や
︑
本
町

出
⾝
で
町
外
に
転
出
し
た
け
れ
ど
︑
地
域
に

愛
着
が
あ
っ
て
戻
っ
て
く
る
⼈
に
も
補
助
が

あ
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
︒
地
域
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
分
︑
町
へ
の

メ
リ
ッ
ト
も
⼤
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
︒

 

そ
の
他
︑
⼀
般
家
庭
の
⽣
活
排
⽔
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
が
⼼
配
で
す
︒
⼦
や
孫
の
代

ま
で
の
⻑
期
間
で
考
え
た
と
き
に
問
題
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
︒
浄
化
槽
設
置
の
補
助
を

⼿
厚
く
し
て
ほ
し
い
で
す
︒
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